
未来をつなぐ「こよみー
る」

～日本の文化を学ぶカードゲームの開発～
トキワ学園高等学校 李ソウォン、小見山凪咲、新開帆花

・若者に日本の文化が継承されておらず、身の回りに文化を感じる機会がないので、身近に感じてもらう機会を作る必要があると感じた。
・若者はゲームを通じて身近に感じるため、花札を元に、文化を学ぶカードゲームを開発することにした。

研究の背景と目的

花札をベースに初期ルール（ルール1）を決定→カード内容の選定→カードのデザイン→プロトタイプの制作→高校生（10人）を対象にルール1で試遊→フィードバックを受けてデザインとルール
の変更（ルール2）→小2～小3の小学生（5人）を対象に実践

開発プロセス

結果と考察
結果として、ゲームをルールからデザインまで一から練り、ユニバーサルデザインを意識したカードゲームを作成
させることができた。それに加え、時間や場所を問わないシンプルでかつ誰にとっても遊びやすいゲームを作ること
ができた。実践してもらった小学生の人数が少なかったため、まだ見つかっていない課題がある可能性が高い。今後
の展望として、さらに多くの小学生にプレーしてもらい、アンケートを行って、更なる改良と校内での販売を目指し
ていきたいと考えている。

最終フィードバック（小学生対象に実施）

みんなとても楽しそうに遊んでくれた。またルール説明も問題なく読み進めながら
ゲームをプレイしていた。文化の名前やイラストについて興味を示す場面もあった。
課題として、「親」や手札、持ち札の違いなどの言葉の意味が小学生にとっては、
難しかったことが挙げられる。課題を踏まえ、名前の変更を行うことが大切だと考え
られた。 例)親→じゃんけんに勝った人

開発したカードゲーム「こよみーる」の概要

暦を通して日本古来の文化、親しみの少ない文化について楽
しみながら学んでもらうという思いから生まれました。また、
こよみーるで文化との触れ合いを通して各地の地域活性化に
つなげるということも目的です。

↑ユニバーサルデザインを意識して
カードデザインを制作
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